
調査情報部　岡　千晴

31砂糖類・でん粉情報2019.4

でん粉の国際需給

1. 世界のでん粉需給
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図１ 絵で見る世界のでん粉生産量（2017年）
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図１　絵で見る世界のでん粉生産量（2017年）

資料：LMC International ※ 「Global Starch Supply & Demand Research Report」を基に機構作成
　　　（※農産物の需給などを調査する英国の民間調査会社）
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。

資料：LMC International 「Global Starch Supply & Demand Research Report」を基に機構作成
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。
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図２ 絵で見る世界のでん粉消費量（2017年）

12,696 

7,718 

990 682 

4,077 
1,729 

48 
621 927 

2,207 

653 
219 12 12 119 

50 18 13 57 100 483 778 
44 37 371 

2,448 

113 221 92 

2,244 

図２　絵で見る世界のでん粉消費量（2017年）
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米　国

【需給動向：トウモロコシ】
総消費量は下方修正

2019年３月時点の米国農務省（USDA）による

2018/19穀物年度（９月～翌８月）のトウモロコ

シ需給予測によると、生産関連の数値は、前回から

変更はなかった。また、消費関連の数値は、国内消

費量のうち、エタノール向けを含む食品・種子・そ

の他工業向けの数値が前月に引き続き下方修正さ

れたことなどから、総消費量は147億6500万ブッ

シェル（３億7505万トン、前年度比0.2％減）に

下方修正された（表２）。

本稿中の為替レートは2019年	２月末日TTS相場の値であり、１米ドル＝112円（111.87円）、１タイ・バー
ツ＝3.60円、１ユーロ＝128円（127.59円）である。

トウモロコシ・コーンスターチ

2. 日本の品目別主要輸入先国の動向

表１　トウモロコシ相場、タピオカ市価

シカゴトウモロコシ・期近
（セント/BU)

タイタピオカ
（バーツ/kg）

高　値 安　値 平均値 キャッサバ
農家価格

チップ 
卸売価格年・月

2013年 741.25 412.00 579.77 2.13 6.61 
2014年 515.75 320.75 415.91 2.10 6.76 
2015年 433.50 347.75 376.57 2.16 6.78 
2016年 437.75 301.50 358.36 1.52 5.66 
2017年 392.25 329.50 359.29 1.40 5.14 

2018年2月 374.50 358.75 365.92 2.12 6.37 
3 387.75 373.50 379.61 2.36 7.09 
4 392.50 376.50 385.49 2.51 7.24 
5 408.50 389.00 398.23 2.55 7.21 
6 391.50 345.00 364.87 2.47 7.21 
7 372.25 330.25 349.15 2.38 7.20 
8 371.25 341.00 358.34 2.38 6.87 
9 364.75 336.25 352.34 2.49 6.79 
10 378.25 361.00 368.15 2.57 6.90 
11 374.00 356.00 365.80 2.41 6.66 
12 385.50 371.25 376.23 2.30 6.31 

2019年1月 383.00 371.25 378.69 2.20 6.22 
2 380.75 362.00 373.79 6.00 

資料：CME Group、タイ農業協同組合省、タイ商務省
注１：チップ卸売価格は、アユタヤ県とチョンブリー県の価格を単純平均したもの。
注２：1ブッシェル（BU）は25.401キログラム。
　　　シカゴトウモロコシ相場の直近のデータは、当機構ホームページの「海外情報」に掲載しています。
　　　https://www.alic.go.jp/international/index.html（

（
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【価格動向：トウモロコシ】
生産者平均販売価格は下値は前月同の一
方、上値は下方修正

同じく2018/19穀物年度のトウモロコシの生

産者平均販売価格は、１ブッシェル当たり3.35 ～

3.75米ドル（375 ～ 420円）と予測され、下値は

前月同の一方、上値は下方修正された。

【貿易動向：トウモロコシ】
12月の輸出量は前年同月から大幅に増加し
たものの、前月からはかなり大きく減少

2018年12月のトウモロコシ輸出量は、436万

1242トン（前年同月比21.9％増、前月比14.8％減）

と前年同月を大幅に上回ったものの、前月と比べる

とかなり大きく下回った（図３）。同月の主要国別

輸出量は、表３の通りである。

また、同月の輸出価格（FAS（注））は、１トン当

たり182.65米ドル（２万457円、前年同月比5.2％

高、前月比1.3％高）と前年同月をやや、また前月

をわずかに上回った。

（注）�Free Alongside Shipの略。貨物を船側に付けた段
階で支払われる価格。FOB価格と異なり、横持ち料

（倉庫間の移動費）、積み込み料などは含まれない。

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード100590

図３　�米国のトウモロコシ輸出量および輸出価
格の推移
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表２　米国のトウモロコシの需給見通し

区　　分 －単位－ 2016/17
年度

2017/18 
年度

（推測値）

2018/19年度

（2月予測）（3月予測） 前年度比 
（増減率）

作付面積 （百万エーカー） 94.0 90.2 89.1 89.1 ▲1.2%
収穫面積 （百万エーカー） 86.7 82.7 81.7 81.7 ▲1.2%
単収 （ブッシェル/エーカー） 174.6 176.6 176.4 176.4 ▲0.1%
国内生産量 （百万ブッシェル） 15,148 14,604 14,420 14,420 ▲1.3%
輸入量 （百万ブッシェル） 57 36 40 40 11.1%
期首在庫 （百万ブッシェル） 1,737 2,293 2,140 2,140 ▲6.7%
総供給量 （百万ブッシェル） 16,942 16,934 16,600 16,600 ▲2.0%
国内消費量 （百万ブッシェル） 12,355 12,355 12,415 12,390 0.2%

飼料など向け （百万ブッシェル） 5,470 5,298 5,375 5,375 1.3%
食品・種子・その他工業向け（百万ブッシェル） 6,885 7,058 7,040 7,015 ▲0.6%
エタノール向け （百万ブッシェル） 5,432 5,605 5,575 5,550 ▲1.0%

輸出量 （百万ブッシェル） 2,294 2,438 2,450 2,375 ▲2.6%
総消費量 （百万ブッシェル） 14,649 14,793 14,865 14,765 ▲0.2%
期末在庫 （百万ブッシェル） 2,293 2,140 1,735 1,835 ▲14.3%
期末在庫率 （％） 15.7 14.5 11.7 12.4 ▲14.1%
生産者平均販売価格 （米ドル/ブッシェル） 3.36 3.36 3.35-3.85 3.35-3.75 ▲0.3-11.6%

資料：USDA/WAOB 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
注１：年度は、９月～翌８月。
注２：１エーカーは0.4047ヘクタール。
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【貿易および価格動向：コーンスターチ】
12月の輸出量は前年同月からは大幅に増加
も、前月からは大幅に減少

2018年12月のコーンスターチ輸出量は、7813

トン（前年同月比24.1％増、前月比32.0％減）と

前年同月から大幅に増加したものの、前月からは

大幅に減少した（図４）。同月の主要国別輸出量は、

表４の通りである。

2018年12月の中西部市場のコーンスターチ市場

価格は、１ポンド（注）当たり5.31セント（5.9円、

前年同月比19.9％高、前月比7.3％高）と前年同月

および前月ともに上回った。

（注）１ポンドは約0.45キログラム。

タ　イ

【価格動向】
タピオカでん粉国内価格は前年同期からか
なり大きく下落

タイタピオカでん粉協会（TTSA）によると、

2019年３月第２週のタピオカでん粉の国内価格は、

１キログラム当たり13.6バーツ（49.0円、前年同

期比11.7％安、前週比同）となった。2017年９月

26日以降、前年同期を上回って推移していたタピオ

カでん粉の国内価格は、2018年末にかけて下落し、

2019年１月末に前年同期の価格を下回って以降、

ほぼ一定で推移している（図５）。

資料：「Global Trade Atlas」、USDA/ERS
注１：HSコード110812
注２：価格は米国中西部市場における製粉業者の純費用（Net Cost）。
　　　�なお、純費用については、トウモロコシ１ブッシェル当たり平均

31.5ポンド（１キログラム当たり約0.56キログラム）のでん粉が含
まれているものとして、計算されている。
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表４　米国のコーンスターチ輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 7,813 24.1 ▲32.0

うち　メキシコ 3,525 97.4 ▲49.1

　　　カナダ 2,724 ▲2.8 ▲7.0

　　　英国 493 2.0倍 86.0

　　　コロンビア 200 ▲22.5 ▲32.2

　　　中国 69 ▲57.9 　▲73.0

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード110812

表３　米国のトウモロコシ輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 4,361,242 21.9 ▲14.8

うち　メキシコ 1,398,049 12.1 ▲4.8

　　　日本 999,577 4.4 ▲8.2

　　　コロンビア 508,979 60.4 0.2

　　　韓国 338,052 70.1 ▲44.4

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード100590

図４　�米国のコーンスターチ輸出量および市場
価格の推移

タピオカでん粉
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【貿易動向】
１月の輸出量は前年同月からかなり大き
く、前月からは大幅に増加

2019年１月のタピオカでん粉輸出量は、29万

3177トン（前年同月比13.2％増、前月比26.5％

増）と前年同月からはかなり大きく、また前月から

は大幅に増加した（図６）。同月の主要国別輸出量は、

表５の通りである。

同月の輸出価格（FOB・バンコク）は、2017年

は１トン当たり340米ドル（３万8080円）前後で

推移していたものの、同年11月以降同400米ドル

（４万4800円）台に上昇し2018年は430 ～ 550

米ドル（４万8160円～６万1600円）の間で推移

した。2019年１月は同445.0米ドル（４万9840円、

前年同月比0.3％高、前月同）と前年同月とほぼ同

じ価格に落ち着いた（図６）。

ベトナム

【生産動向】
12月の作付面積は前年同月からやや減少

ベトナムの調査会社AgroMonitorによると農業

農村開発省（MARD）の統計では2018年12月15

日時点で、キャッサバが作付けされている面積は、

前月比4.8％とやや拡大したものの、51万5845ヘ

クタール（前年同月比3.4％減）と前年同月をやや

下回った（表６）。南東地域の増加が著しく、前月

と比較すると27.9％増となった。

主産生産地の中央高原地域のザライ省と南東地域

のタイニン省で７万ヘクタールにキャッサバの作付

けが行われている。特にタイニン省では、新植が行

われた11 ～ 12月は好天に恵まれた。2018年はサ

資料：「Global Trade Atlas」、TTSA「Weekly Tapioca Starch Price」
　注：HSコード110814

図６　�タイのタピオカでん粉輸出量および輸出
価格の推移
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図５　タイのタピオカでん粉国内価格の推移
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表５　タイのタピオカでん粉輸出量（1月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 293,177 13.2 26.5

うち　中国 136,278 3.1 5.6

　　　インドネシア 63,980 2.7倍 2.4倍

　　　台湾 22,474 ▲17.9 16.6

　　　マレーシア 19,903 0.1 3.7倍

　　　日本 11,083 ▲15.9 23.9

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード110814
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トウキビ価格の下落によって、サトウキビではなく

キャッサバの生産を選択する生産者が増えたことか

ら、前年同期の倍の量のキャッサバの作付けが行わ

れている。

一方で、北部ではキャッサバの収穫期を迎えてい

るため、作付けはほとんど実施されていない。同地

域では、収穫に適する乾燥した気候となり、収穫さ

れたキャッサバはでん粉含有量が27％超と好調であ

る。ただし、同じく収穫の最盛期を迎える中央高原

地域などでは、雨によって根が腐るなど、悪影響が

出ている。なお、タイニン省では、でん粉原料とな

るキャッサバが不足していることから、依然として

隣国カンボジアからの原料輸入に頼っている。

【貿易動向】
12月の輸出量は前年同月からは大幅に、前
月からはかなりの程度減少

AgroMonitorによると、2018年12月のタピオ

カでん粉輸出量は、16万9773トン（前年同月比

24.1％減、前月比10.0％減）と、前年同月からは大

幅に、前月からはかなりの程度減少した（図７）。

資料：ベトナム関税総局のデータを基にAgroMonitor作成
注１：HSコード110814
注２：�価格は、中国向け輸出のCFR（Cost and Freightの略。輸入港まで

の海上運賃が売主の負担となり、危険負担は本船に船積みしたと
きに終了する契約条件）平均価格。
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図７　�ベトナムのタピオカでん粉輸出量および
輸出価格の推移

表６　ベトナムのキャッサバ作付面積
（単位：ヘクタール）

2017年12月 2018年12月 前年同月比 
（増減率、％）

北
　
　
部

紅河デルタ地域
（Red River Delta） 4,942 3,969 ▲ 19.7

北部内陸山岳地域
（Northern Midland and 

Mountainous Region）
106,088 96,007 ▲ 9.5

北部中央地域
（North Central Region） 58,957 54,568 ▲ 7.4

小　計 169,987 154,544 ▲ 9.1

南
　
　
部

南部沿岸地域
（South Central Coastal 

Region）
104,178 96,117 ▲ 7.7

中央高原地域
（Central Highlands） 150,780 153,272 1.7

南東地域
（Southeastern Region） 105,338 109,200 3.7

メコン河デルタ地域
（Mekong River Delta） 3,939 2,712 ▲ 31.2

小　　計 364,235 361,301 ▲ 0.8

合　　計 534,222 515,845 ▲ 3.4

資料：�AgroMonitor 「CASSAVA & STARCH MONTHLY REPORT－December 
2018」

注１：原資料はベトナム農業農村開発省。
注２：2018年12月15日時点の推定値。
注３：北部では、例年２～５月に植え付けられ、同年９月ごろから収穫が始まる。
注４：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
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Ｅ　Ｕ

【貿易動向】
12月の輸出量は前年同月からは大幅に、前
月からはかなり大きく減少

2018年12月のばれいしょでん粉輸出量（注）は、

２万4074トン（前年同月比24.8％減、前月比

13.9％減）と前年同月を大幅に、前月からはかな

り大きく減少した（図８）。同月の主要国別輸出量は、

表７の通りである。

また、同月の輸出価格（FOB）は、１トン当

たり732.61ユーロ（９万3774円、前年同月比

16.5％高、前月比3.7％高）と前年同月からは大幅

に、前月はやや上回った。

（注）輸出先の不明なものを除く。

表７　EUのばれいしょでん粉輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 24,074 ▲24.8 ▲13.9

うち　米国 5,614 ▲1.2 15.3

　　　韓国 5,370 38.4 ▲17.3

　　　香港 1,157 39.6 ▲15.9

　　　日本 1,100 ▲32.2 72.4

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード110813

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード110813
注２：輸出先の不明なものを除く。

図８　�EUのばれいしょでん粉輸出量および輸出
価格の推移
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コラム　中国政府はEU産ばれいしょでん粉に対するアンチダンピング措置を継続
2019年２月19日に中国商務部は、公告2019年第４号により、EU産ばれいしょでん粉に対するアン

チダンピング措置をさらに５年間継続することを公表した。商務部によって実施された調査で、この措置

を終了した場合、中国国内のでん粉産業が損害を被るとされたためである。これにより、EU産ばれいしょ

でん粉に対して、12.6 ～ 56.7％のアンチダンピング税が継続して課せられることとなった。この措置は

2007年から２度にわたり更新されており、昨年、見直しが行われることが発表されたが、今回、さらに

継続となった。

なお、同公告によると、ばれいしょでん粉は、中国では乳化剤、増粘剤、安定剤、膨張剤、賦形剤として、

インスタント食品、ハム・ソーセージ、冷凍食品、ソース類、水産練り製品などの加工食品に幅広く利用

ばれいしょでん粉
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タ　イ

【貿易動向】
１月の輸出量は前年同月からやや増加した
ものの、前月からはわずかに減少

2019年１月の化工でん粉の輸出量は、８万

3221トン（前年同月比3.2％増、前月比0.3％減）

と前年同月からやや増加したものの、前月からはわ

ずかに減少した（図９）。同月の主要国別輸出量は、

表８の通りである。

されているという。

この発表に対して、EUのでん粉製造企業が加盟する団体であるスターチヨーロッパは、10年以上続く

中国のEU産ばれいしょでん粉に対するアンチダンピング措置の停止と中国のばれいしょでん粉産業が本

当に脆
ぜいじゃく

弱なのかを精査するよう中国政府へ求めている。

表８　タイの化工でん粉輸出量（1月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 83,221 3.2 ▲0.3

うち　日本 24,047 13.3 12.1

　　　中国 15,954 ▲7.4 ▲33.4

　　　韓国 7,180 33.0 32.4

　　　インドネシア 5,336 ▲36.0 16.2

　　　米国 3,592 ▲15.4 ▲15.0

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510
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米　国

【貿易動向】
12月の輸出量は前年同月からやや増加したも
のの、前月からはかなりの程度減少

2018年12月の化工でん粉の輸出量は、２万

5610トン（前年同月比5.4％増、前月比8.9％減）

と前年同月からはやや増加したものの、前月からは

かなりの程度減少となった（図10）。同月の主要国

別輸出量は、表９の通りである。

化工でん粉

デキストリンおよびその他の化工でん粉（以下「化工でん粉」という）の主要輸出国の、主要仕向け先国別輸
出量および輸出価格は以下の通り。
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表９　米国の化工でん粉輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 25,610 5.4 ▲8.9

うち　カナダ 6,578 ▲1.2 ▲9.0

　　　中国 3,153 ▲14.6 ▲21.1

　　　メキシコ 2,009 ▲22.8 ▲30.5

　　　コロンビア 1,159 3.9 11.0

　　　日本 908 31.0 ▲31.0

　　　ドイツ 793 13.0 ▲27.6

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

0

5

10

15

20

25

30

35

2017.12 2018.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（米ドル/トン）（千トン）

（年.月）
カナダ 中国 メキシコ コロンビア

日本 ドイツ その他 FAS価格（右軸）

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510

図10　‌�米国の化工でん粉の輸出量および輸出価格
の推移

中　国

【貿易動向】
１月の輸出量は前年同月から大幅に増加した
ものの、前月からは大幅に減少

2019年１月の化工でん粉の輸出量は、7844ト

ン（前年同月比25.1％増、前月比36.1％減）と前

年同月からは大幅に増加したものの、前月からは大

幅に減少した（図11）。同月の主要国別輸出量は、

表10の通りである。

図11　�中国の化工でん粉の輸出量および輸出価格
の推移
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表10　中国の化工でん粉輸出量（1月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 7,844 25.1 ▲36.1

うち　日本 1,024 45.7 ▲56.1

　　　フィリピン 460 2.3倍 ▲85.6

　　　ベトナム 380 5.3 ▲17.9

　　　台湾 362 ▲27.6 ▲46.2

　　　インドネシア 323 8.4 3.5

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510

E　U

【貿易動向】
12月の輸出量は前年同月からはかなり大き
く、前月からは大幅に減少

2018年12月の化工でん粉の輸出量（注）は、３万

4171トン（前年同月比11.2％減、前月比21.3％

減）と前年同月からはかなり大きく、前月からは大

幅に減少した（図12）。同月の主要国別輸出量は、

表11の通りである。

（注）輸出先の不明なものを除く。
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表11　EUの化工でん粉輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 34,171 ▲11.2 ▲21.3

うち　トルコ 5,426 ▲22.5 ▲14.2

　　　ロシア 4,453 ▲16.3 ▲28.4

　　　日本 2,756 ▲32.4 ▲25.0

　　　中国 2,107 ▲51.0 ▲51.0

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510
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資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード350510
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豪　州

【貿易動向】
12月の輸出量は前年同月からはかなりの程
度、前月からは大幅に減少

2018年12月の化工でん粉の輸出量は、1910ト

ン（前年同月比7.5％減、前月比25.7％減）と前年

同月からかなりの程度、前月からは大幅に減少した

（図13）。同月の主要国別輸出量は、表12の通りで

ある。

図13　�豪州の化工でん粉の輸出量および輸出価
格の推移
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510

表12　豪州の化工でん粉輸出量（12月）
輸出先 輸出量（トン） 前年同月比（％） 前月比（％）

合計 1,910 ▲7.5 ▲25.7

うち　日本 1,074 ▲15.3 ▲24.3

　　　ニュージーランド 353 29.3 ▲36.5

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコード350510


